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計画策定の基礎的な背景
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I N T R O D U C T I O N

はじめにはじめに

１.１.計画策定の趣旨計画策定の趣旨

　総合計画とは、将来、入善町をどのような「まち」にしていくのか、そのためにどのようなことをしていく
のかを、総合的・体系的にまとめたものです。福祉や都市整備、環境といったすべての計画の基本となる 
もので、まちづくりを進めていくための「道しるべ」といえます。
　平成23年に策定した第６次入善町総合計画では、町民一人ひとりが「住んでよかった、住み続けたい」と
実感できる輝かしい町を目指し、「扇状地に水と幸せがあふれるまち入善～人のきずなで未来へつなぐ～」を
将来像として掲げ、それらの実現に向けた取組みを推進してきました。
　第6次総合計画の策定から10年が経過し、その間、本格的な人口減少社会の到来や少子高齢化の進行、
高度情報化社会における技術革新、全国的に多発する自然災害など、入善町を取り巻く状況はめまぐるし
く変わっています。
　また、昭和46年に現在の位置に建築され、半世紀にわたり時代に沿った行政サービスの発信拠点として
の役割を担ってきた役場庁舎は、本計画期間に新たな庁舎として移転整備されます。新たな庁舎は、町民 
の皆さんはもちろん、入善町に関わるすべての人にとって、まちづくりの拠点となり、次の時代を切り 
拓く様々な施策を発信し続けます。
　この時代の潮流の変化を捉えつつ、入善町がこれから対応しなければならない課題や想定される未来
を踏まえ、これからの将来を展望し、総合的かつ計画的なまちづくりを進めるための指針として第７次 
総合計画を策定します。
　策定にあたっては、目指すまちづくりの方向性や重点的に取り組む内容をわかりやすく示し、町民と 
行政が一体となって、目指すべき未来の町の姿の実現に向けて取り組むことを目指します。

２．計画の位置づけ２．計画の位置づけ

　総合計画は、10年後の目指すべき町の未来の姿を示し、それを実現していくために、町の取組みを 
総合的かつ計画的に推進するための計画です。各分野における目標や事業の指針を示す、入善町の最上位
の計画です。 
　各分野で策定する個別計画については、総合計画で示す目指すべき町の未来の姿の実現に向けて設定
するまちづくりの方針等を踏まえ、整合性を図りながら策定・推進します。
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令和3年度 令和12年度令和7年度

基本構想　10年間

基本計画（前期）5年間 基本計画（後期）5年間

総合戦略　5年間

実施計画　3年間

総合戦略　5年間

毎年度、ローリング方式で
見直しを行う

３．計画の構成と期間３．計画の構成と期間

　第７次入善町総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成されています。
　また、総合計画は地方創生に関する施策や事業を抽出し策定した、地方版総合戦略を内包しています。

基本構想基本構想

　町が目指すべき将来像やその実現のためのまちづくりの
基本方針などを示すものです。計画期間は令和３年度から
令和12年度までの10年間です。

入善町総合計画入善町総合計画

基本計画基本計画

　基本構想に示すまちづくりの基本方針などに基づいて、 
基本的な施策や取組みなどを示すものです。計画期間は５年
とし、基本構想の10年間の中で、前期計画と後期計画に 
分けて計画を進めます。
・前期計画：令和３年度から令和 ７年度まで
・後期計画：令和８年度から令和12年度まで

実施計画実施計画

　基本計画で示された基本的な施策などを実現するための
具体的な事業を定めるものです。計画期間は３年とし、毎年
度、※ローリング方式で事業の見直しを行います。

にゅうぜん「まち・ひと・しごと」づくり戦略にゅうぜん「まち・ひと・しごと」づくり戦略

　人口減少問題を克服し、地方創生の実現に向けて集中的に取り組むため、令和３年度から令和7年度までを
計画期間とする地方版総合戦略「にゅうぜん『まち・ひと・しごと』づくり戦略」を策定しています。
　本計画においても、総合戦略に掲げる基本目標や方向性等を包括的に位置づけ、施策横断的に推進します。

※ローリング方式……現実と長期計画のズレを埋めるために、施策・事業の見直しや部分的な修正を、毎年転がすように定期的に行っていく手法。

基本構想

「まち・ひと・しごと」
づくり戦略

実施計画

基本計画
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１．入善町の概況１．入善町の概況

　本町は、一級河川黒部川が形成した我が国
の代表的な扇状地「黒部川扇状地」の中央に
位置し、東に朝日町、南西に黒部市、北は日本
海に面しています。
　本町の豊かで魅力ある資源の第一に挙げら
れるのは「水」です。黒部川の水は扇状地の中
を伏流水として流れ、湧水となって扇端部で
自噴しています。また、扇状地上を流れる豊か
で清らかな水は、農業用水として利用される
など、本町の産業を支え、季節ごとに様々な
景色を映し、本町の象徴となっています。
　地形は、東西12.2㎞、南北16.5㎞で周囲
42.5㎞、面積は71.25㎢です。日本海に面し
た北側の海岸線は11.5㎞、それを底辺として
南に尖った三角形をしています。

Ⅰ　入善町の現況と今後Ⅰ　入善町の現況と今後
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２．入善町のおいたち２．入善町のおいたち

　本町は、広大な平野部をもつ稲作地帯ですが、古くはこのあたり一帯は黒部四十八ヶ瀬と称され、親不
知とともに北国往還最大の難所として知られていました。この扇状地がいつ頃から開拓されたかは明らか
にはなっていませんが、「じょうべのま」遺跡には、平安時代の荘所とみられる建築群がみつかっています。
　12世紀前半には東大寺の荘園、入善荘が成立し、南北朝時代には飯野に小佐味荘も存在していました。
　その後、椎名、上杉、佐々、豊臣、前田氏によって支配されてきましたが、1658年の領地換えで全域が 
加賀（金沢）藩領となり幕末に及びました。
　明治４年の廃藩置県により本町域は新川県に所属、明治９年には石川県に属していましたが、明治16年
に本町出身の県会議員、故米澤紋三郎氏（分県請願委員長）らの猛烈な分県運動により石川県より分県
し、富山県となりました。
　明治22年３月には町村制実施に伴い、入善町、上原村、青木村、飯野村、小摺戸村、新屋村、椚山村、 
横山村の１町７か村となりました。昭和28年10月にはこの１町７か村が新設合併し、新しく入善町が発足 
しました。昭和34年１月には舟見町（朝日町の野中分離地区が舟見町と合併）が編入合併し、現在に 
至っています。
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３．統計データや住民の声などから見る入善町の現況３．統計データや住民の声などから見る入善町の現況

■人口減少と少子高齢化■人口減少と少子高齢化

【図表】人口の推移と推計【図表】人口の推移と推計

資料：～平成27年　国勢調査　　　　　　　　　　
　　  令和２年～　 国立社会保障・人口問題研究所

((１)１)  人口の推移・推計や世帯状況について人口の推移・推計や世帯状況について

⇨ 人口減少と少子高齢化がさらに加速すると推計

　総人口の推移を見ると、ピークであった平成２年の29,625人から年々人口が減少しており、平成30
年６月末には25,000人を割り込むなど、人口減少の傾向は年々加速しています。
　さらに、令和22年には、65歳以上（老年人口）が15～64歳（生産年齢人口）の人数を上回り、今後
ますます少子高齢化が加速すると推計されています。



序　論

序
　
論

基
本
構
想

基
本
計
画

資
料
編

7

■高齢者の割合について■高齢者の割合について

資料：～平成27年　国勢調査　　　　　　　　　　　　　　
　　   令和２年～　 国立社会保障・人口問題研究所

【図表】将来人口と人口構成【図表】将来人口と人口構成

⇨ 10年後には高齢者の割合が４割を超え、このうち75歳以上の後期高齢者
　 の割合が６割を超える

　令和12年には、65歳以上の割合が４割を超え、このうち75歳以上の後期高齢者の割合は６割を 
超えます。さらに、10年後の令和22年には、65歳以上が15～64歳の人数を上回るとともに、町民
の約３人に１人が後期高齢者になると推計されています。
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■外国人の人口について■外国人の人口について

【図表】外国人の人口の推移【図表】外国人の人口の推移

⇨ 人口減少とは反対に外国人は増加

　本町の総人口は減少傾向にありますが、外国人については平成27年から増加傾向にあり、令和元
年には、約500人の外国人が入善町に住んでいます。

資料：住民基本台帳（10月１日現在）
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■世帯状況について■世帯状況について

【図表】高齢者独居世帯と高齢者夫婦世帯の推移【図表】高齢者独居世帯と高齢者夫婦世帯の推移 

⇨ 高齢者のみの世帯が増加

　全世帯数は平成17年以降、横ばい傾向にあるものの、高齢者独居世帯と高齢者夫婦世帯の高齢者
のみの世帯については、年々増加しています。
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� 資料：国勢調査　　　　
� ※特別養護老人施設等の入所者は棟ごとにまとめて一つの世帯とする　　　　
� （おあしす新川、舟見寿楽苑、新川むつみ園等)




